
蜂ヶ岡地域小中一貫教育目標

小中一貫教育を通じて育てたい子ども像

★めざす生徒像

＊考えが表現でき，課題解決に向かう生徒

＊相手の立場に気づき，より良い人間関係を築く生徒

＊進んで心身を鍛える生徒

★小中一貫教育の取組

小中三校校長会 小中連携主任会

小中三校主任会 小中研究主任会

小中生徒指導主任会

★教育目標 ★教育目標

★子ども像 ★子ども像

認められる子

体　元気な子

相手の目を見てすすんで挨拶できる子

蜂ヶ岡中学校

　繰り返し，よく考え学び続ける子

徳　やさしい子

思いやりがあり，自分や人を

わ　わかった，できたを目指す子

生徒会・児童会
担当者会議

令和２年度　蜂ヶ岡中学校ブロックの小中一貫教育

～次世代を生き抜くために～

しなやかに考え，温かい心をもち

人間力の豊かな子を育成する

☆児童、生徒の取組

夢と誇りを持ち，社会をたくましく生き抜く子の育成

生徒会・児童会連携

授業体験

部活動見学

部活動体験

の　のびのびと元気な子

学校運営協議会

と　友だちも自分も大切にする子

自分も人も大切にし

よく考え，すすんで学び合う子の育成

ときわのの子

６年保護者入学説明会

チャレンジ体験

☆教職員の取組

英語教育推進

合同研修会

総合育成支援教育連携

②各小学校の児童会や生徒会との交流、中学校の部活体験など行い、交流
を深める。

③小中学校の教職員間で相互の授業を参観し、小中合同研修会を行い、小
中間の連携を図る。

「まとめ」「振り返り」「めあて」を

知　学び合う子

①小中学校９年間の各教科・各領域（人権・道徳・校外学習等）の連続
性・系統のある指導方法や形態など研究し、相互に工夫・改善を図る。

社
会
の
変
化

学力分析

小中連絡会

嵯峨野小学校常磐野小学校

★教育目標
人とのつながりを大切にし，たくましく生き抜く生徒の育成

今の子どもの生活背景

　情報入手が容易な時代であるため、正
しい判断や行動ができる必要がある。ま
た、人との繋がりが広域化・多様化して
いるため課題克服が困難なことも予想さ
れる。社会に目を向け、積極的にかかわ
ることが大切な時代と考える。

＊主体的に学びに向かう子（主体性）

＊社会の一員として，自己の責任を果たす子（社会性）

＊未来に向けて夢や志を持ち，実践する子（実践力）

「保護者の願い」「地域の願い」「社会の願い」ＰＴＡ

進路指導情報交換

き　きまりを守る子

小

中

連

携

小小連携



生徒指導を軸として取組・活動 
  

義務教育卒業時につけたい力 

 規範意識や社会性を身につけ，思いやりの心をもち，自らの夢や目標の達成とより良い社会の実現に向けて行動できる力 

  社会におけるルールや法の重要性を理解し，自ら正しい判断をし，行動できる。 

  夢や志をもち，自分の責任や役割を自覚して行動できる。 

  友達の人格を認め，自他を大切にできる。 

  

 

学校のきまりを知り守ることがで

きる子 

友達の良いところを見つけ，共に行

動できる子 

友達と仲良くし，人の心を傷つける

言動に気づくことができる子 

 

めあてをもち，それに向かって積極

的に取り組むことができる子 

 

 

 

学校のきまりの大切さが分かり，守

ることができる子 

友達の長所を認めたり，気持ちを考

えたりしながら協力できる子 

外見や能力だけで友達を判断する

ことなく，誰に対しても仲良く接す

ることができる子 

めあてをもって素直に自分を振り

返ることができる子 

 

 

学校・社会のきまりを理解し，実行

することができる子 

友達の気持ちや立場を考え，集団の

一員としての役割を自覚できる子 

友達の人格を認め，公正公平な態度

で接することができる子 

 

自分で目標を決めて実行し，客観的

に自分を振り返ることができる子 

 

 

社会のきまりや法の重要性を理解し，社会や集団生活

の中で自律の精神をもって遵守していける子 

集団の一員としての自分の役割や責任を果たし，人と

協働しながら社会貢献することができる子 

社会の矛盾や不合理，差別に目を向け，高い人権意識

をもって自由で平和な社会を築こうと行動できる子 

 

自分の夢や志をもち，その実現に向けて前向きにかつ

着実に行動できる子 

小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

取組・活動 

 

・児童理解と温かい集団作りを意図した取組実践，児童指導記録の作成と共有及び事例研修による学び 

・学習規律ときまりの徹底による規範意識の醸成 

・生徒指導の３機能を生かした授業づくり 

・問題行動への組織的な対応，情報の共有から行動の一元化，攻めの生徒指導の実践 

・月１回の生徒指導部会の充実 

・子どもとのふれあいの場をより多くもつ 

・保護者との連絡を密にする。関係機関との連携。ＳＳＷやＳＣの有効な活用。 

 

・安心・安全で友達と仲良く過ごせる環境づくり。年２回の「いじめアンケート」「クラスマネージメントシー 

ト」を実施・検討・対策を考え行動に移す。 

・教科横断で主体的・対話的・深い学びの実現を目指す授業改善の取組の充実。 

・挨拶ができる，約束が守れるなど基本的な態度を大切にする。「嵯峨野小学校のきまり」・「目指そう！けじめ

のあるさがのっ子」・「校舎図の遊び場所」・「遊具場の遊び方」の各学級掲示，やりきる指導。 

・児童会，委員会との連携。毎月の生活目標。委員会も生活目標をもとに実践。 

・連絡体制・緊急事態マニュアルの徹底。個だけでない、学年主任・生徒指導主任を中心とした組織的な生徒指

導。月１回の生徒指導部会での情報共有。 

・保護者、地域との連携。通級指導やスクールカウンセラーの有効な活用。 

 

 

① 定例の補導部会を中心に情報交換を行い、適宜全体

に報告して共通理解を深める。 

② 全体指導における基本的生活習慣の確立を徹底し

ていく。 

③ 生徒会活動を通して、学校生活や学校環境を見直

し、子どもが主役の活動を増やしていく。 

④ 遅刻や欠席生徒の把握と、家庭との連携から、倦怠

学や不登校生徒の増加防止につなげる。 

⑤ 始業前・後のあいさつ、おはよう WEEK をより活

発にすることで、誰からも気持ちが良いと思っても

らえる学校にしていく。 

⑥ 班活動の掃除から、全校体制の掃除まで、それぞれ

の生徒に持ち場と責任を与え、教職員自らが手本と

なり、生徒それぞれがやり甲斐のある掃除活動を行

う。 

 

 

・みんなのきまりについて，３校で見直し，共通の項目を決めて明記し実践する。 

・児童会活動，生徒会活動を活性化し，あいさつ運動の取組を同時に行ったり，いじめ撲滅に向けた取組を共通して行ったりする。 

・夏季合同研修会などで，生徒理解や不登校・いじめの対応といったテーマを決めて教職員が研修を深める。 

・全国学力学習状況調査の質問紙を重視し，児童生徒の実態や課題を交流すると共に課題解決に向けた取組を共に考える。 

・合同の学校運営協議会の協力を求めながら，地域の行事やボランティア活動などを積極的に推進する。 

・道徳教育の全体計画について検討し，９年間を見通したカリキュラムを作成する。小小は共通のものとし実践する。 

・生徒指導部の合同の会議をより多くもつようにし，情報交換を密にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年または学年区分ごとにめざす姿 

＜中学校ブロックとしての取組＞ 
蜂ケ岡中学校ブロックにおける生徒指導全体計画及び道徳教育全体計画の実践 

＜常磐野小学校の取組＞ 

＜嵯峨野小学校の取組＞ 

＜蜂ケ岡中学校の取組＞ 



キャリア教育を軸とした取組・活動 
  

義務教育卒業時につけたい力 

夢と誇りを持ち，社会をたくましく生き抜く力の育成 

  ・主体的に学びに向かう子ども（主体性） 

  ・社会の一員として自己の責任を果たす子ども（社会性） 

  ・未来に向けて夢や志を持ち、実践する子ども（実践力） 

  

 

・自分の考えをみんなの前で話すこ

とができる。  

・準備や後始末，時間などのきまり

を守って行動する。 

 ・大きくなったらこうしたい，こ

うなりたいという自分の願いや

思いをもつことができる。  

 

 

・自分のよさをみつけ，友達のよさ

を認め，励まし合って活動 する。  

・日常の生活や学習が将来の生き方

と関係があることに気づくことが

できる。 

 

 

・あこがれの職業をもち，今やるべ

きことを考えようとする。  

・身近な産業・職業の様子や変化が

分かり，将来の夢や希望をもって

学習・活動に取り組むことができ

る。  

・思いやりの心と集団生活の向上を

目指して，気づき，考え，行動する。 

 

 

 社会における自らの役割や将来の生き方・働き方等

を考えさせ、目標を立てて計画的に取り組む態度を身

につけ、進路の選択・決定をする 

小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

取組・活動 

学校探検で、学

校にいる人々に

関心を持ち、い

ろいろな人と関

わる楽しさを味

わう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の住む地域

を探検する活動

を通して、いろ

いろな仕事に従

事している人に

接し、たくさん

の方に見守られ

ていることに気

付く。 

 

 

 

スーパーマーケ

ットを見学し、

そこで働く人に

話を聞いたり、

お客さん  にイ

ンタビューした

りする活動を通

して社会とのつ

な が り に 気 付

く。 

 

 

２分の１成人式

や、ものづくり

体験学習を通し

て、自分のよさ

をふりかえり，

将来の自分の夢

に つ い て 考 え

る。 

 

 

スチューデント

シティ学習を通

して、いろいろ

な仕事の様子が

わかり、将来の

働き方について

考える。 

 

 

蜂ヶ岡中学校の

オープンスクー

ルや部活動体験

に参加し、進学

後への希望をも

つ。 

委員会や運動会

係活動など集団

としてのよりよ

い向上を目指し

て考え、行動す

る。 

 

 

キャリア講話に

より，仕事を知

り，自己未来の

創造の一歩とす

る。 

 

 

 

 

 

 

生き方探究 

チャレンジ体験

事業 

 

保幼交流 

ぶんぶん 

ワールド 

 

 

 

 

上級学校への興

味 関 心 を 高 め

る。 

上級学校の授業

を受けさせ自分

の進路に意欲を

持たせる。 

上級学校の知識

を得る。 

赤ちゃん交流 

 

蜂ケ岡中学校ブロックにおけるキャリア教育全体計画の実践 

・それぞれの取り組みを，３校で共通理解し，よりよい実践について検討する。 

・児童会活動，生徒会活動と連動してできることを模索していく。 

・夏季合同研修会などで，実践交流を行い、研修を深める。 

・合同の学校運営協議会の協力を求めながら，地域の行事やボランティア活動などを積極的に推進する。 

・全体計画について検討し，９年間を見通したカリキュラムを作成する。小小は共通して取組めるものは共通し

て実践する。 

さまざまな職種

の専門的な方か

ら 話 を 聞 く 中

で，新たな発見

を見いだし，興

味 関 心 を 広 げ

る。 

地域の施設や企

業との交流や実

地 体 験 を 通 し

て，自己の適性

や将来の仕事に

ついて考えさせ

る。  

自己未来につい

て考察を深め，

一人ひとりのキ

ャリア発達の契

機とする。 

 

 

 

学びの約束・ルール 

項 目 小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

聞き方・話し

方 

話をする人の方を見て聞く 

 

声のものさしを意識して話す 

発表するときは口を開けてはっ

きりと話す 

頷くなどして自分の考えと比べ

ながら聞く 

相手や場にあった話し方をする 

友達の考えに付け足したり質問

したりして話す 

必要に応じてメモを取りながら

聞く 

目的や意図を明確にして話す 

話し合ったことをまとめたり要

約したりして話す 

正しい姿勢で自分の考えと比べながらメモを取

るなどして聞く 

相手の意見や考えを受けて，自分の考えを的確に

わかりやすく話す 

書き方・ノー

ト作り 

正しく丁寧な字で書く 

行をかえて見やすく書く 

 

大事なところは線を引いたり色

を変えたりして書く 

マス目や行を程よく開けて見や

すく書く 

丁寧な字で見やすいノートを作

る 

絵や図，吹き出しなどを適切に

使いながらわかりやすくまとめ

る 

学習内容を整理し，見直しに活用できるノート作

りをする 

学習のポイントや大切だと感じたことを付け加

えるなどして見やすくわかりやすくまとめる 

挨拶と言葉遣

い 

誰に対しても挨拶や返事を大きな声でする 

「さん」を付けて友達を呼ぶ 

友達の気持ちを考えた言葉づかいをする 

誰に対しても気持ちの良い挨拶や返事をする 

友達を呼び捨てにしない 

自他の人格を尊重するために，正しい言葉づかい

をする 

場の状況や相手の状態を考えて

気持ちの良い挨拶をする 

敬語を適切に使って正しい言葉

づかいで話す 

目指す 

家庭学習 

学習時間のめやす 15～30 分 学習時間のめやす 45～60 分 学習時間のめやす 75～90 分 学習時間のめやす 2 時間～3 時間 

○宿題 

・音読 

・漢字、計算（ﾄﾞﾘﾙ･ﾌﾟﾘﾝﾄ） 

 

 

 

○宿題 ○自主学習 

・音読 

・漢字、計算（ﾄﾞﾘﾙ･ﾌﾟﾘﾝﾄ） 

 

 

○宿題 ○自主学習 

・音読 

・漢字、計算（ﾄﾞﾘﾙ･ﾌﾟﾘﾝﾄ） 

 

 

○宿題 ○自主学習 

・教科書、資料集、ﾌﾟﾘﾝﾄ活用し予習復習 

・ﾄﾞﾘﾙを使った基礎固め 

・ﾜｰｸを使った復習 

・定期テストへ向けた学習 

・進路実現に向けた 3 年間の総復習 

・興味あることの発展学習 

小学校の取組 ＜蜂ヶ岡中学校の取組＞ 

＜中学校ブロックとしての取組＞ 

学年または学年区分ごとにめざす姿 



英語教育を軸とした取組・活動 
  

 

義務教育卒業時につけたい力 

「聞くこと」簡単なメッセージや会話を聞き取り理解することができる。「読むこと」平易な英語を読んで概要や要点、情報を読み取ることができる。 

「話すこと」身近な話題、興味関心のある事柄などについて簡単なやりとりができたり、自分の意見やその理由を簡単に話したりできる。 

「書くこと」自分が必要とする事柄や身近な事柄について簡単な意見や感想、メッセージなどが書ける。 

  

 

 

 自分や身の回りのごく限られた話題につ

いて話しての意向を理解したり気持ちを

伝えたりしようとする。 

身近で簡単な話題について話して

の意向を理解したり自分の考えを

話したりできる。アルファベットの

文字を読んだり書いたりできる 

義務教育卒業時につけたい力に同じ 

 

 

小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

取組・活動 

 

 

 

 

 

育成学級 

「にじいろ商店

街でスタンプラ

リーをしよう」 

（５～１月） 

１年 

How many クイ

ズをしよう！ 

（1 月） 

 

 

 

育成学級 

「えいごで あ

そぼう」（11 月） 

１年 

「なにが でき

るかな」（12 月） 

 

 

 

 

 

 

What fruits? 

パフェをつ

くろう 

（1 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「オリジナ

ルちょうち

ょをつくろ

う」（９月） 

「オリジナ

ル絵本を作

ろう」（１月） 

 

 

 

 

 

 

Let’s try1 

Unit 8 

What’s this? 

  （1 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

“I like apples.” 

「自己紹介をし

よう」（６月） 

 

 

 

 

 

 

Let’s try2 

Unit 8 

This is my  

favorite place. 

  （1 月） 

 

 

 

 

 

 

 

“What do you like?” 

「好きなものポスタ

ーを作ろう」（９月） 

“What’s this?” 

「クイズ大会をしよ

う」（１月） 

 

 

 

 

 

 

We Can!1 

Unit 7 

Where is the 

treasure? 

（1 月） 

 

 

 

 

 

 

 

“What do you 

want?” 

「アルファベッ

ト 辞 典を 作ろ

う」（７月） 

 

 

 

 

 

 

We Can!２ 

Unit ８ 

What do you 

want to be? 

 （1 月） 

 

 

 

 

 

 

 

“Where do you 

want to go?” 

「おすすめの国

を友だちに紹介

し合おう」 

（10 月） 

“What do you 

want to be?” 

 「『夢宣言』を

しよう」（１月） 

 

 

◎聞くこと 

・１年生では交通情報などの初歩的な語彙や表現を用

いた日常的な英文を聞いて主な内容を聞き取らせる

ことから始め、学年が上がるにつれて議論での主張や

外国の文化についての話など難易度を段階的に上げ、

情報を詳細かつ正確に聞き取らせる。 

・正確さや詳細に聞き取ることを段階的に意識させ、

友達の自己紹介や思い出などの発表を聞きメモをと

らせる。 

・ALT の指示を聞いて、理解し活動させる。 

 

◎読むこと 

・初歩的な語彙や表現で書かれた物語や紹介文から、

段階的に難易度を上げ、雑誌の記事や伝記を読む中

で、その内容や書き手の意向を整理しながら正確に読

み取らせる。 

 

◎話すこと 

・初歩的な語彙や表現を用いて、自分自身のことや体

験について発表したり短い会話をさせることから始

め、段階的に問答をして会話を継続したり、経験や思

い出をまとまった内容でスピーチしたり、聞いたり読

んだりしたことについて自分の持った感想や賛否の

意見を言わせる。 

 

◎書くこと 

・シンプルで短い文で自分の自己紹介を書かせること

から始め、段階的に書く英文の量や長さを増やした

り、文章の構成やまとまりを意識させたりしながら、

読んだり聞いたりした内容に対して自分の考えを書

かせたり、夏休みや修学旅行で体験したことを書かせ

る。 

 

小中合同主任会（夏季休業中） 授業参観（校内研 休日参観等の機会に）  

中学校教師の出前授業 

 

 

 

学年または学年区分ごとにめざす

姿 

＜小小連携の取組＞ 

 

 

 

＜常磐野小学校の取組＞ 

＜蜂ヶ岡中学校の取組＞ 

（全学年）ウォーミングアップタイム（朝の帯時間）・イングリッシュフライデー（毎週金曜） 

給食時間の英語放送 

（教員）カリキュラムの交流と作成  管外視察  研究大会への参加 

 
＜嵯峨野小学校の取組＞ 

 

 

 

＜中学校ブロックとしての取組＞ 


